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「そのとき、イエスはでしたちに」たとえをはなされた。「もうじんがもうじんにみちあんないをす

ることができようか。ふたりともあなにおちこみはしないか。でしはしにまさるものではない。じ

かし、だれでも、じゅうぶんにしゅうぎょうをつめば、そのしのようになれる。あなたは、きょうだ

いのめにあるおがくずはみえるのに、なぜじぶんのめのなかのまるたにきづかないのか。じぶん

のめにあるまるたをみないで、きょうだいにむかって、『さあ、あなたのめにあるおがくずをとら

せてください』と、どうしていえるだろうか。ぎぜんしゃよ、まずじぶんのめからまるたをとりの

ぞけ。そうすれば、はっきりみえるようになって、きょうだいのめにあるおがくずをとりのぞくこ

とができる。 

わるいみをむすぶよいきはなく。また、よいみをむすぶわるいきはない。きは、それぞれ、そのむ

すぶみによってわかる、いばらからいちじくはとれないし、のばらからぶどうはあつめられない。

よいひとはよいものをいれたこころのくらからよいものをだし、わるいひとはわるいものをいれ

たくらからわるいものをだす。ひとのくちは、こころからあふれでることをかたるのである。」 

 

イエすさまはおもしろいたとえをしているとおもいませんか。ひとのめのなかのおがく

ず（きをきったあとのこまかいくず）をとらせてくださいとか、またひとのめのなかのおが

くずはみえるのに、なぜじぶんのめのなかにあるまるた（ふといき）にきづかないのかなど

とおっしゃっています。どんないみだとおもいますか。 

「じぶんのことをたなにあげて～～をいっている、やっている。」このことをきいたこと

がありませんか。わたしたちは、ともだちやまわりのひとのけってん、よわいてん、あるい

はもんだいをただして（なおして）あげようとしてしまうけれども、ほんとうはあいてのこ

とがよくみえていないし、じぶんがけってんだらけなのに、おともだちやまわりのひとのけ

ってんにたいしてすごいきびしいめでみている。じぶんのけってんにめをつむっているひ

とのことを、イエスさまはぎぜんしゃ（よいひとではないのに、よいひとだとみせかけてい

る）といわれます。イエスさまは、ひとがいっていることややっているいることがいっちす

るようにすすめておられます、そうすればまわりのひとをちからづけ、そしてきょうのふく

いんしょにかいてあるように、「ひとのくちはこころからあふれでることをかたる（はなす）」

のです。そのくちからひとのことにたいして、いやなことばではなくて、やさしいことばや

ほめることばがでるといういみです。 

わたしたちは、ひとのあやまち、あるいはあやまりでなくても、じぶんがきにいらないこ

とにたしてそのひとにすごくきびしいたいどをとります。しかしじぶんのわるかったこと

についてあまりきづかないですね。ひとをせめるまえに、まずじぶんのいけないところや、

わるいてんをなおしてからいいなさいとイエスさまがおしえてくださっています。 



これからは、ぼく、わたし、おともだちのことをすなおなこころでみて、やさしいことば

をかけましょうね。またきついことばをいってしまったときに、ごめんなさいといいましょ

うね。 

ぬりえ 

 

もうじんがもうじんのみちあんないをすることができない。 

１からせんをむすんでどんえがでるのでしょう 

えをぬってまた

いろいろなえを

かきましょう。
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